









まず,条 約は前文と,1.総 則,2.機 構,3.概 査,
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要 請 か ら,第52条 管 理 計 画 に 関す る監 視 まで の14か条 か
ら な る.地 域 の 開放 は 英 語 で も 当 初openとな っ て い た.
しか し,そ の 後 の 協 議 でopenか らidentificationとな っ
た.日 本 語 に も訳 し難 いが,筆 者 が時 に オ ブザ ー バ ー と
して 出席 した起 草 委 員会 で の,仏 語 や ロ シ ア語 正 文 の 検
討 の時 に も問題 とな っ た.ソ 連 の代 表 は この 英 語 に相 当
す る ロ シ ア 語 は,死 体 の 認 定(鑑 定)の み に使 われ る とい
っ て 大 笑 い とな っ た.結 局,ス ペ イ ン語 で は英 語 と同 様,
フ ラ ンス 語 で はd6finition,ロシ ア 語 で は開 放 に 当 る 語
と な っ た.こ こ で は,管 理 計 画(management　scheme)
が 大 きな 問 題 で あ った.こ れ は,探 査 ・開発 の実 施 に 当
り,操 業 者 と規 制 委 員会 の 間 で か わ す契 約 に相 当 す る.
誰 が作 成 す る の か,そ の 内容(項 目)をい か にす るか な ど
に つ い て,ク レイ マ ン トと ノ ン ク レイ マ ン トの 対 立 が あ
った.
第5章 開 発 は 第53条と54条か ら なる.探 査 の後,と く
に 問 題 が な け れ ば,開 発 に 進 む こ とは 当 然 とす る立場 と
改 め て また 審査 した い とす る 立 場 が あ って,若 干 の議 論
が あ った.
第6章 紛 争解 決 は 第55条か ら59条の5か 条 か ら な る.
筆 者 は,勿 論 法 律 に つ い て 知 識 が 乏 しい の で,こ の章 は














れた.正 文には ドイツ語を加えたいとの主張があ り,日
本語,ノ ルウェー語も提案されたが,結 局中国語のみと
なった.こ のため1988年6月2日の条約採択の後,改 め







勿論であるが,海底地形,海 況,気 象,氷,生 物等々多
くの情報を得て,厳 しい環境アセスメントに備える必要










昭 和 基 地:5月 まで は雪 が す くなか った が,6月3～4
日お よ び17-18Rのプ リーザ ー ドで オ ン グ ル島 の 岩 肌 も
か な り白 くな り,や っ と冬 ら し くな って きた.太 陽 の 昇
ら ない 日 中で も薄 明 の 明 る さ に しか な らな い が,と っつ
き岬,大 陸,画 才 ング ル 島方 面 へ の 野 外 行 動 が 活 発 に 行
な わ れ た.ま た,6月20～22日 まで の3日 間 は恒 例 の ミ
ッ ドウ ィン ター 祭(冬至 祭)を 行 い,各 種 室 内 競技 や 工 夫
を凝 ら した 演 芸 大 会 な ど を楽 しん だ.6月28日 に は 一
30.9℃の 第29次最低 気 温 を 記 録 した.こ の ため オ ン グ
ル海 峡 の 海 氷 も よ うや く厚 さ を増 して きた.
7月10日に は 磁気 楼 で太 陽 が 認 め られ た.基 地 内 で は
越 冬 後 半 に予 定 され て い る調 査 旅 行 の 準 備 が 活発 に 始 ま
っ た.5月 か ら大 陸 のS-21地点 で テ ス トを して い た 超
高 層 部 門 の無 人 観測 装 置 は,6月 に点 検 した と ころ 発 電
機 が 停 止 して お り.ア ー スが 不 良 な ため ブ リザ ー ド時 の
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水耕栽培 による野 菜の収穫1第29次越 冬隊1
融d1に よ1)出 力 か 短 絡 し停1ヒ し た も の と 思 わ れ る.ま た,
フ ン グ ホ ゾ デ ・ ス カ ル ノー.スネ ス て 揖ミ策 し た 蘇 灯1標 イミσ)検
3克・　1riJeEをtltった 糸,ii果,2/重e)土参千重 と ミ・rミ 七ー ン オiン:f
ケ の 胞f.体 力{発見 さ れ た.こ れ で 昭 和 九 地 周 辺`ご.は3f・r・
の 胞 ゴ・体 か 確 認 さ れ た こ ヒに な る,
/戸吹 隊 が 試 験 的 に 搬 入 し た 野 菜 の 水Pl.脚i.手は 順 調 て .
7月 に は.カ イ1ノレ ノく}艮1LtKg.　キt'/.ウリ1.i本.野}尺 菜
5..IKg,もや し23Kg.ト マ ト5.15個を 収fl1する に 至 っ た.
あす か観 測 拠 点:6月 の 暗 夜 期 は プ リ・}}こ一・ドと地 吹"1の
日が 多 く,建 物 の 埋 設 は さ らに 進 ん だ.屋 根 面 まで',1面
カド迫 り.　MLド狽11の最 も高 い ド リフ トは 屋 村ミ1師よ り211L
も1'請くな ・,rこし ま っプこ.厚」地 に}よ12k|σ)雫}i由タ ン クカド
あ る ので 暗 夜 期 に屋 外 か らの 補 給 は 必 要 な いが,造 水 櫓
へ の'.'ij'れ1県外 作 裳 は 数 日お きに や る必 要か あ った.
しか し,造 水槽 の 蓋 を少 し開 け てお く 方法 をパ してみ た
と ころ 、 自 然 に雪 が 入 る よ う に な った た め,八 丁・がか か
ら な くな った.
牛餅.野菜.の内,じ ゃが い も,'、..ヤベ ッの保 存状 態 は 良
好 で,越 冬 交 代 まで 利用 で き そ うで あ る が、kね ぎ.人
参 は腐 りがETI.　〈残 り少 な い.ま た,水 枡 栽培 も順,ISIで,
7　Jiの出 荷 は.も や し10Kg,.貝割 れJ〈÷R7.5kgであ 一、
た.ま た.大 規 模 な 「1財1調査 旅ilをひ か えて 旅 行 食 と装
備 品の,'V備が この 暗1,1!tJjを利 用 して 行 な われ た.
7月 中 旬 に は太 陽 が顔 を 出 した た め か 精神 的 に も余 裕
か 出 て きて お り.こ の 夏に 行 わ れ る「1員Ui,1ト占1査旅 〒]'{コシ ド
∴ 一で の 観 光,帰 国 後 の 身 の 振 り ノ∫な どが 話 題 にな って
い る,ま た.極 地 研 究11斤の 移 転 先や との よ う な体 制」に な
るの か もkき な1,舌題 と な って い る,
第30次南極地域観測隊員等まる
今 秋11月1.1]]に出 発 す る 瑞㌧3()次1幸]極地 域 観 測 隊54名
「越 冬 隊37名,夏 隣17名1のうt,既に 決 定 して い る隊 長,
1,1・1副隊kを 除 く";fr「の 隊 員が,6月2】 日 にIII)m」され たlh
極 地 域 観 測 統 合jU三進 本[11;総会 で 決 定 され た.併 せ て.河
豚 へ の 回1渚5名.liL国 人科.学者2γ い ノ ル ウ 」、・.国用.
'7:者1名を含 もりも決 定 され た .
第30次観測隊の夏期訓練
第3〔〕次 南 極 」也19支観 測 隊 の 夏 期 、」11糾{は,江尻 隊 長 以 卜.関
係 者75人が 参jJ[[し,長野 県 に あ る 文 部 省菅 噛「体 育f1}1.死場
に お い て,6月22日 か ら6月26日 の5[1問 にわ た って 行
わ れ た.
'ド前 中 は南 極 観 測 に 関 連 した 講義 を中心 に講 演 か 行 わ
れ,'ド後 は,1心1L手'ilやス トレ ・ザ・・ トレ ・..1ンク}上等・
の 実 技 講 習 がiＬttわれ た .
また 、 講 義 の 合 い問 をぬ って,近 くの根1'・}吊2180m〕
へ の 登 山 や ソ フ トボ ー ル等 の レ ク リ.J.一シ.「ン も行 わ れ,
自 然 の 中 で の チ ー ムづ く りが 進 め ら れ た.
fill  rib  fPr   86
Tiff  TifiltR4t
      itflf 4cifliff5M-Cld/Q11)Q11J4i
 rig  :H.  Vol.  32. No. 1, p. 1-101.  I988gl  3  )] 
 Vol, 32. No. 2, p. 103-257.  1988f1`-  7  n
Proceedings of the  NIPR Symposium on  Antractic 
 Meteorites, No. 1. 320 p. March 1988. 
JARE Data Reports 
 N. 132 (Earth Science  1):  Gravity  survey  in the 
 Mizitho Plateau, by  Nagao  and  Kaminuma.  32 
       p.  Mardi  1988, 
  No. 133 (Ionosphere  37):  Riometer records of  30 MHz 
 cosmic  noise at Syowa Station, Antarctica in 
 1986,  by  Miteno  and Suzuki. 96 p.  March 1988. 
 No. 134 (Ionosphere  38)1 Records of radio aurora at 
       Syowa  Station,  Antarctica in  1986,  by Igarashi
 et  al 59  p,  March 1988. 
 No. 135 (Marine Biology 11): Report on the phyto-
        plankton pigment concentrations,  zoophinkton 
       and  benthos sampling during  the JARE-27 
 cruise,  November 1985—April  1986, by  I  hated 
       and  Fuktichi, 28 p. March 1988. 
  No. 136 (Marine Biology  12):  Continuous recording 
 of chlorophyll a with a  moored  buoy  system in 
 Breid  Bay,  Antarctica,  December  1985— 
       February 1986,  by  Fukuchi and  Hattori.30  p 
 March 1988.
 No. 137  (Glaciology 16):  Glaciological research  prog. 
 ram  in East Queen  Maud  Land,  East  Antarc• 
 tica,  Part  7, 1986.  be Nishio  rl al.  49 p.  July 
       1988. 
 No. 138 (Upper  Atmosphere Physics  ii):  Upper 
 atmosphere physics  data,  Syowa Station.  1986, 
 by  Kikuchi  et  at 276  p. July  1988. 
 No  139  (Oceanography  9):  Oceanographic  data of 
 the 28th  Japanese  Antarctic Research  Expedi-
       tion from  November 1986 to April 1987.  by 
 Michida and Inazumi. 75 p.  August 1988. 
Antarctic  Geological Map Series 
 Sheet 30:  Southern  Yuman) Mountains  (Massif A  and 
 JAPE-  IA Nunataks),  1/25000 with  explanatory 
       text by  Asami  et  al. II p. with 8 pl.  March 
 1988.
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レ来 訪 著く
4月28日 朴 嫡 権　〔Dr.　Park　Byong-kwon,　韓 国 海 洋
研 究 所 室 長)
4月ll日 ～4月15日 　 Dr,　SUBRAMANIAN,　A.　(アン
ナ マ ラ イ 大 学 海 洋 生 物 研 究 所 助
教授)
5月13日　 Mr.　GUNDERSEN,　A.　(ノル ウ ェ ー王 立 」:
業科学 院 ア ン ドイヤ ロ ケ ッ ト実 験 場 長)
Dr.　EGELAND,　A.　〔オ ス ロ大 学 教授)
5Jl24日　 Dr,　LANKSHMI,　D.　(イン ド国 立 物 理 研 究
所 次 長)
5月30日　 Mr.　SEELY,　L.　(ウィ ンゼ ル ・イ ン タ ー ナ シ
ョナ ル社)
Dr.　HELGER,　A.　(スウ ェ ー デ ン宇 宙 機 関エ
ス レ ンジ 所 長)
Mr.　ERIKSSON,　B.　(同 部長)
Mr.　CHRISTER,　C.　(同 所 員)
5月31日　 Dr,　O'ROURKE、　P.　(アラ スカ 大 学 長)
Dr,　AKASOFU,　S,　(アラ ス カ 大 学 地 球 物 理
研 究 所 長)
第13回南 極 阻 石 シ ンポ ジウ ム 出席 者
6月5日 ～6月11日 　 Dr.　HUTCHISON,　R.　(大英 自然
史博 物館 主 任 研 究 則
Dr,　KALLEMEYN,　G.　(カリ フ
ォル ニ ア 大学 ロサ ン ゼ ル ス 校 助
手)
6月5日 一6月12日 　 Dr.　El　GORESY,　A.　(マッ ク ス
プ ラ ンク核 物 理 研 究 所 教 授)
6Jl5日 ～6月14日 　 Dr.　HEWINS,　R.　(ラトガ ー 大 学
教授)
6月6日 ～6月10日 　 Dr,　FIREMAN,　E、　 (ハー バ ー
ド ・ ス ミ ソ ニ ア ン 天 文 セ ン
ター研 究 員)
6」]6日～6月ll日　 Dr.　LIPSHUTZ,　M.　(パデ ィユ 大
学 教 授)
.£ 道 徳(Mr.　Wang　Daode,中
国 科 学 院 地 球 化 学 研 究 所 主 任 研
究 員)
侯　 　 、Vl　(Ms.　Hou　Wei.同 研
究 員)
Dr.　WARREN,　P.　(カ リ フ ォ ル
ニ ア大 学 ロサ ンゼ ル ス校 助 手}
Dr.　JAKES,　P.　〔チ ェ コ ス ロ バ キ
ア地 質調 査研 究 員)
6月6日 ～6月16日 謝 矢 徳　(Dr.　Xie　Xiande,中国
科 学 院 広 州 分 院 長)日 本 学 術 振
興 会 外 国 人招 へ い研 究 者
6月7n～6月9日 楊 瑞 瑛CMs.　Yang　Pyiying,
中 国 科 学 院 高 エ ネ ル ギ ー物 理 学




続けていた生物調査班4名 が,5月8日 約3カ 月ぶ りに






時間の薄明があるだけだが,そ の間を利用 してルー ト工




気水圏:定常 ・研究 とも順調に経過 している.5月,6
月と全般的に穏やかな天候が続 き,気温も高めに経過し
ている.
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南 極 月 別 気 象 資 料(M。nthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　 temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　leveD　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Meanvapourpressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humldity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wlnd　speed)　(m/s>
最 大 風 速 ・　IO分問 平 均(Max.　 wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10-min.　rnean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速CGust)　 〔m/s)
平 均 雲 量(Meancloudcover)　〔1/10)













































































lO月の オ ゾ ン 全 景 の 年 々 の 変 動,昭 和 基 地1南 緯69度}.ハ
レ ー ・ベ イ(南 緯76度)と も,1970年代 後 半 か ら急 激 に減 少 して
い る こ とが み て と れ る.
大 気 中 の オ ゾ ン(0:」 は,太 陽 紫 外 線 に よ り酸 素
(()L,)が光 解 離 す る こ と に よ って 生 成 さ れ る.オ ゾ ン
の 大 部 分 は 成 層 圏 〔高 度約10km～50kmの 大 気)に存 在
し.オ ゾ ン密 度 が 最 大 とな る の は,普 通,高 度 約20km
で あ る.全 オ ゾ ン数 は,地 球 大 気 の 全 分.∫・数 の100万分
の1以 下 と い う微 小lll:にす ぎな い ,し か しなが ら,生
命 に 有 害 な紫 外 線 を 吸 収 す る こ とに よ り,生 物 を守 っ
て い る,ま た,そ の 吸 収 に よ る 加 熱 が,成 層 圏 の}品度
分 布 を決 め て い る.
オ ゾ ンホ ー ル と一一日 に い わ れ る問 題 に は .二つ の 側 面
が あ る,.一つ は,春 の 南極 大陸 上空 の オ ゾ ン全 量(単 位
面積 あ た りの 大 気 鉛 直柱 の 中 に 存 在 す る オ ゾ ン総 量}
が 中 ・低 緯:度に 比 べ て 茗:しく低 い と い う こ とで あ る .
ま さ に,南 極 に オ ゾ ンの 穴(ホ ー ル)が あ る と い うわ け
で あ る.も う.・つ は,1970年代 後 半 か ら現 イ11にか け て ,
この 春 の南 極 大 陸 .1:空の オ ゾ ン全111:が年 々減 りつ つ あ
る.す な わ ち,オ ゾ ンの 穴 が 深 くな って い る と い う こ
とで あ る.季 節 変 化 をみ る と,南 極 の オ ゾ ン全 量 は8
J]下旬 か ら9月 下 旬 頃 にか けて 減少 し,　ll月頃 再 び増
加 す る.北 極 域 で は,オ ゾ ンの 穴の 面積 は 小 さ く,ま
た年 々 の減 少 傾 向 も南 極域 ほ ど 顕 著 で ない .
昭 和 基地 に お いて 長 年 に わ た って 行 わ れ て きた オ ゾ
ン観 測 デ ー タが ,こ の オ ゾ ン全 損の 減 少 傾 向 を,い ち
早 くと らえ た.
南 極 オ ゾ ンホ ー ル の 成 因 は,人 間 活 動 の所 産 で あ る
フ ロ ン ガ ス が 成 層 圏 で 光解 離 す るこ とに よ って で き た
塩 素 原 子 が,触 媒 と して 働 き,オ ゾ ン破 壊 の 化 学 反 応
を促 進 す る た め で あ る 可能 性 が 高 い .南 極 ヒ空 で 顕 者:
な 理 由 は,ド 部 成 層 圏 の 気 温 が 非 常 に低 い た め にで き
た 雲 が.塩 素の 触 媒作 用 を促 進 す る た め で あ る と考 え
られ て い る..一方,力 学 輸 送 効 果 も,熱 輸 送 を通 して
こ の よ うな 温 度 条 件 を規 定 す る ばか りで な く,オ ゾ ン
そ の もの の 輸 送 を通 して,大 き な役 割 を 果 た して い る
E]r能性 が あ る.
南 極 オ ゾ ンホ ー ルの 成 因 につ い て の現 段 階 で の 理 解
を お お まか に述べ た が,推 測 に よ って い る 部分 が 多 い.
大気 化学 と力 学 の両 方 が 深 く関 」・す る と 考 え ら れ る こ
の 現 象の 解 明 の た め,現在,活 発 に研 究 が な され て い る.
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